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資料―８ 伝承手法実施資料 
 天竜川上流域で実施した災害教訓伝承手法実施で使用した資料を以下にまとめる。 

 

８－１．災害教訓伝承授業 

【３年生】 
①11 月 18 日 授業資料（鳥谷川周辺地図） 
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②11 月 25 日 授業資料 ・鳥谷川ききとりマップ 
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・ききとりカード 
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・H16 災害の様子 
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③12 月 18 日 現地見学会スケジュール 

 
 

伊那小学校北澤学級 現地見学スケジュール 
 

○ 日時：平成 20 年 12 月 18 日（木） 
 
○ 時間：8：30～11：30 
 
○ スケジュール 

① 伊那小学校 出発式 8：30 
② 伊那郵便局（上伊那農高前） 発 8：45 
③ 沢尻交差点 8：55 
④ 信州大学農学部牧場前  
⑤ 南部小学校下車 9：05 

徒歩 鳥谷川沢登り 野外観察 
⑤’ 伊那技術専門学校 9：50 
⑥ 中条バス停 10：00 

徒歩？（時間を見て判断） 
⑥’ 南中条バス停 10：15 
⑦ 権兵衛トンネル手前パーキング 10：20 

見学時間 
  10：35 
⑧ 三峰川榛原河川公園 10：50 
 霞堤、聖牛見学（事務所説明） 11：15 
⑨ 伊那郵便局 11：30 

 
○ ルート：別紙道路地図参照 
     ※赤線 バス運行ルート  緑線 徒歩 
 
○ 駐車場：⑤～⑤’ 伊那技術専門学校の駐車場 
      ⑦    権兵衛トンネル手前パーキング 
      ⑧    三峰川榛原河川公園内駐車場 
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授業資料 ・現地見学会用地図 
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【４年生】 
①12 月 1 日 授業資料 ・現地見学会用資料 
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・激特事業説明資料 
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【5 年生】 
①12 月 19 日 実施計画書 
 
 

伊那小学校での災害教訓伝承実施内容 

 

○ 日程 12 月 19 日（金） 10：50 ～12：20 

○ 対象 伊那小学校５年秋組 

○ テーマ 天竜川で起こった過去の災害について学ぼう 

 

○ 実施内容 

① 災害教訓伝承授業の内容説明（5分） 

② 災害教訓に関するアンケート調査（5分） 

③ 36 災、58 災、平成 18 年災の概要について資料を用いながら説明（20 分） 

④ 質問時間（10 分） 

 

⑤ 過去の災害についてお話を聞こう（30 分） 

過去の災害を経験された伊藤さんと地域の災害について詳しい織井さんをお

招きして災害の状況をお話いただく。時間は各 15 分を予定。 

・ 災害体験者 伊東
い と う

 義人
よ し と

さん（元高遠支所長） 

・ 災害伝承者 織
おり

井
い

 秀夫
ひ で お

さん（三峰川みらい会議） 

⑥ もっと知りたいことを質問してみよう（10 分） 

⑦ とりまとめ（10 分） 

 

○ 子どもたちに伝えたいこと 

・ 天竜川流域は災害の多い地域なんだな 

・ 水害はおそろしいんだな 

・ これからも同じような災害が起こる可能性があるんだな 
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授業資料 ・過去の災害について 
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・自由記入用紙 
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・災害体験談記録用紙 
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・三峰川の災害のあとを尋ねて PPT 
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② 1 月 16 日 実施計画書 
 

伊那小学校での災害教訓伝承実施内容 

 

○ 日程 1 月 16 日（金） 9：00 ～12：20 

○ 対象 伊那小学校５年秋組 

○ テーマ 流れる水のはたらきを考えながら天竜川について考えよう 

      災害を防ぐために行われている取り組みを学ぼう 

 

○ 実施内容 

① 流れる水のはたらきについて教室で学習（9：00～9：30 30 分） 

・ 雨水の流れと地面の様子 

・ 大水が出たときの川の様子と土地の様子について 

 

      ～  天竜川の工事現場に移動（9：30～9：50 20 分）  ～ 

 

② 災害を防ぐための取り組み（激特事業）について説明（9：50～10：20 30 分） 

 

      ～ 三峰川榛原河川公園に移動（10：20～10：50 20 分）  ～ 

 

③ 三峰川の霞堤、聖牛を見学し、三峰川みらい会議の織井さんから三峰川みらい

会議の取り組みも含め説明していただく（10：50～11：40 50 分） 

④ 質問時間（11：40～11：50 10 分） 

⑤ とりまとめ（11：50～12：00 10 分） 

 

      ～   小学校に移動（12：00～12：10 10 分）   ～ 

 

 

○ 子どもたちに伝えたいこと 

・ 水にはものすごい力があるんだな 

・ 天竜川は昔から変化していて、大水が出ると地域に被害をもたらしている 

・ 災害を防ぐために色々な取り組みが行われているんだな 

・ 洪水から守るために、様々な方法があるんだな 
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授業の流れ  

12/19 「過去の災害について学ぶ」 

【前回学んだこと】 

・この地域には災害が多い 

・災害時の大変な経験 

・災害が起こらないようにすることの大切さ 

    ↓ 

    ↓ 

    ↓ 

1/16 「洪水時の川の様子、水のはたらき」 

   「災害を防ぐ工夫」 

 

【授業の内容】 

① 流れる水のはたらきについて 

・水にはどんな力があると思うか、川を流れている水を思い浮かべて考える 

・水には「大地をけずる」「土砂を運ぶ」「土砂を堆積する」働きがある 

   
・川の流れが速くなるとどうなるのか 

・川の水が増えるとどうなるのか 

・川が曲がっている箇所ではどうなるのか 

 

 平常時と洪水時の川の様子を写真で比べて、どのような災害が起きているのか考え

る 

 

② 災害を防ぐための取り組み（激特事業）について 

・前回話を聞いた平成 18 年災害時の被害状況を説明 

（被害が起きたのはどんな場所だったのか） 

・同じような災害を防ぐために、どのような工事が行われているのか説明 
 

 

 

 

・どうして天竜川では災害が多いのか 
・災害が起きないようにどんな取り組みが行われているのか 

大水が出ると災害が起こるのはなぜ

か考える 

災害を防ぐために現在行われて

いる取り組みについて学ぶ 
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③ 災害を防ぐために昔から行われている工法について 

・三峰川の霞堤について 
 霞堤の仕組みを説明後、どれが霞堤なのか探してみる 
・聖牛について 
 聖牛の役割を説明後、実際に聖牛を近くで見てみる 
・昔の水防工法についても紹介 

 
 災害を防ぐために今も昔も人々は様々な取り組みを行っている 
   ↓ 
 災害が起こったときに自分たちはどうすればいいのか、 
自分たちに何が出来るのか考える 

昔から災害を防ぐために

様々な取り組みが行われ

ていたことを学ぶ 
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授業内容詳細 
 
・平常時と洪水時の川のようすの違いを考えてもらう 
① パワーポイント p.3 伊那水位観測所（中央橋）で説明 

中央橋付近の映像を流す 

 
② 映像を流した後に、川の様子がいつもとどのように違っていたのか 

時間をとって「水の量、流れの速さ、水の色など」の違いについて考えてもら

う。 
 

③ 子どもたちに質問しながら、回答していく。 
 
・なぜ洪水時にはこのような川の様子になるのか流れる水のはたらきを考える 
① 流れる水のはたらき（侵食、運搬、堆積作用）について説明 
② これらの水のはたらきにより 

大水が出ると川岸がけずられたり、石や土を流したり、川の流れが変わったり

することを簡単に説明 
③ 水のはたらきが引き起こす災害の例として平成 18年 7月豪雨災害時の様子を説

明する 
パワーポイント p.4～p.6 伊那ケーブルテレビ映像 

④ なぜ堤防が決壊したのかパワーポイント p.8～p.16 を用いて説明 
 
・災害を防ぐために行われている工夫について 
① 現在行われている河川改修について簡単に説明 
② 昔から災害を防ぐための取り組みは行われていたことを説明 

 
今から現場で災害を防ぐ取り組みを見に行くことを説明する 
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授業資料 ・流れる水のはたらきについて 
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・災害を防ぐために行われている工事について 
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・流れる水のはたらき／平成 18 年 7 月豪雨災害について 

 

雨水の流れと地面の様子①

水蒸気川

海

水源

雨

地表を
流れる水

地下水

雨水の流れと地面の様子②ほそく 中 流

雨水の流れと地面の様子②

海

水源

流れの速さ

石の大きさ

水の量

速

上 流

中 流

下 流

少

大

遅

大

小

雨水の流れと地面の様子②ほそく 中 流

雨水の流れと地面の様子②ほそく 上 流 雨水の流れと地面の様子②ほそく 下 流
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伊那水位観測所（中央橋）
各地の観測所で警戒水位を超過し、伊那観測所では流量観測開始以降の最大値を記録しました。

2008/7/17

2006/7/19

雨水の流れと地面の様子③

カーブのところで
水が勢いよく

衝突する

外側の方が
流れが速く

深く掘れやすい
深いところほど
水の勢いが強い
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・災害を防ぐために昔から行われている工法について 
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③ 2 月 13 日 実施計画書 

 

伊那小学校での災害教訓伝承実施内容 

 

○ 日程 2 月 13 日（金） 9：00 ～12：20 

○ 対象 伊那小学校５年秋組 

○ テーマ 災害に備えるために自分たちに出来ることを考えよう 

 

○ 実施内容 

⑥ 伊那市で災害発生直後に行われている活動について、平成 18 年災害の時にど

のような対応を取ったのか、避難や避難所の様子を交えながら、伊那市の方に

お話をしていただく（9：00～9：30 30 分） 

・ 災害伝承者 山口さん（伊那市役所総務部総務課） 

 

⑦ 避難の仕方や防災マップを見て疑問に思ったこと、もっと聞きたいことを質問

してみよう（9：30～9：50 20 分） 

 

⑧ 前回配布した伊那市の防災マップを見ながら家族で話をしてもらった結果を

発表してもらう（9：55～10：15 20 分） 

 

⑨ これまで学習したことを振り返りながら、災害時に自分達ができることについ

て班毎に話し合い、模造紙にまとめる（10：15～11：15 60 分） 

 

⑩ 班毎に発表（11：15～12：00 45 分） 

 

⑪ アンケート（12：00～12：10 10 分） 

 

⑫ とりまとめ（12：10～12：20 10 分） 

 

○ 子どもたちに伝えたいこと 

・ 災害時には様々な人が対策にあたっているんだな 

・ 災害時にきちんと対応するためには、的確な情報が必要なんだな 

・ 避難した人たちはこんなことで困っているんだな 

・ 避難場所を知っておくことや日頃から災害に備えておくことが大切なんだな 

・ 自分で自分の身を守るということが大切なんだな 
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授業資料 ・お話記録用紙 
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・防災マップ 
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 8-29

 



 

 8-30

 



 

 8-31
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【６年生】 
①12 月 4 日 実施結果とりまとめ 

 

伊那小学校 6 年順組 河川工事現場見学会 
平成 20 年 12 月 4 日（木） 

 
１．伊那出張所の浅沼さんによる工事の概要説明を実施 
なぜ今のような工事をしているのかというと、平成 18 年 7 月豪雨災害の時、伊那市中央橋

はスレスレのところまで水位があがり、箕輪町では北島堤防が決壊しました。今の堤防の高

さのまま、水が溢れないようにするために護岸工事をして土砂を運び出しています。 
（平成 18 年災害のパネル、激特事業説明資料、出水の記録を使用） 
 

２．質疑応答 
児童質問 説明者回答 

工事はどのくらいしますか？ 平成 18 年度から 21 年度まで、5 ヵ年かけ

て工事が完了する予定です。うち、台風や

梅雨時期の河川が増水する危険性がある 6
月～9 月の期間には、河川の中で工事する

人の安全性を考えて工事をしません。 
川から運び出した土砂はどこへ持ってい

きますか？ 
伊那インターより上にある昔田んぼだっ

たところに持っていき、造成するのに使っ

ています。 
何メートルぐらい掘りますか？ 現況護岸からだいたい 2ｍぐらい掘りま

す。 
 

工事が終わった後、魚に影響はないです

か？ 
アユに少し影響があります。土砂を盛って

仮〆切りしているので、天竜川の水が濁り

ます。川底の石に土砂がたまっていくと石

にコケがつきにくくなるので、それを食べ

ているアユに少し影響があります。しか

し、洪水の時に土砂が流れていくのでまた

戻っていきます。 
 

工事には何ワットの電気を使っています

か？ 
今はわからないので調べておきます。仮〆

切りしたところから川の水が漏れてきて、

たまってしまう水を抜くために電気を使

って水中ポンプを動かします。 
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児童質問 説明者回答 
工事費用はどのくらいかかるのですか？ 今年度は 20 億円ぐらいです。5 年間では、

84 億円ぐらいになります。辰野町の昭和

橋から三峰川合流点までが国土交通省の

激特事業範囲です。 
工事をしてどんなところが良くなるので

すか？ 
土を出すので、その分洪水の時に溢れる危

険性が低くなります。平成 18 年 7 月豪雨

災害と同じ流量があった場合には、1m ぐ

らい低い水位が流れるようにしています。

どのくらいの土砂を運びだしています

か？ 
今年度で 10 万㎥～15 万㎥です。5 年間で

30 万㎥ぐらいです。 
伊那市では、井戸を利用しているところが

多く、低いところから水を吸い出して工事

をすることで井戸が枯れてしまいます。そ

のために工事中は仮設の水道を設けて使

ってもらうようにしています。 
ザザムシなどの自然の生態系に戻ってい

くのには、どのくらいかかるのですか？

（教師） 

川の中の土を動かすため、石の裏にくっつ

いているザザムシには影響がでますが、2
～3 年たつとカゲロウが卵を産んで育って

くるため、元のように戻ります。 
（バックフォーを使った作業をみて）今は

何の作業をしているのですか？ 
護岸工ができたので、埋め戻しの作業をし

ています。 
作業は、朝の 8 時から始まり夕方 5 時まで

行います。日曜日や年始年末は行いませ

ん。土曜日の作業に関しては、工事を行っ

ている会社によって違います。 
月収はいくらぐらいですか？ 僕は 40 万ぐらいです。 

でも、愛知・岐阜・三重と長野の南信あた

りを 3 年ぐらいで転勤があります。 
 
３．今後の予定 
・今日のふりかえりの授業を 12 月 9 日（火）の１・２時限を使って実施する。 
・2 月の公開授業で、パネルディスカッションを実施したい。児童だけだと発言 
に行き詰ってしまうので、他の人の意見を交えながら実施したい。 

・12 月 9 日（火）に事前送付した災害教訓伝承資料やクリカブルマップの使い 
方を説明する。
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授業資料 ・平成 18 年 7 月豪雨災害体験談 
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② 1 月 20 日 授業資料 ・天竜川の川筋変遷について 
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③ 1 月 27 日 実施計画書 

 

 
伊那小学校での災害教訓伝承実施内容 

 

○ 日程 1 月 27 日（火） 10：45 ～12：15 

○ 対象 伊那小学校６年順組 

○ テーマ 災害体験談を聞いて災害時に自分たちに出来ることを考えよう 

 

○ 実施内容 

⑬ 過去の災害についてお話を聞こう（10：45～11：15 30 分） 

過去の災害体験談と平成 18 年災害のときにどのような対応を取ったのか、ま

た避難や避難所の様子についてお話をしていただく。 

・ 災害体験者 伊東
い と う

 義人
よ し と

さん（元高遠支所長） 

 

⑭ 知りたいことを質問してみよう（11：15～11：30 15 分） 

 

⑮ 伊那市の防災マップを見ながら、避難場所やどういうタイミングで避難しなく

てはいけないのか確認する（11：30～11：45 15 分） 

 

⑯ 災害時に自分たちに出来ることを考える（11：45～12：00 15 分） 

 

⑰ 発表（12：00～12：10 10 分） 

 

⑱ とりまとめ（12：10～12：15 5 分） 

 

 

○ 子どもたちに伝えたいこと 

・ 災害にあうというのは大変なことなんだな 

・ 避難した人たちはこんなことで困っているんだな 

・ 災害時にきちんと対応するためには、的確な情報が必要なんだな 

・ 災害時には様々な人が対策にあたっているんだな 

・ 住んでいる場所によって避難する場所が決められているんだな 

・ 自分で自分の身を守るということが大切なんだな 
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授業の流れ 

 

1/20 「過去の災害・天竜川の流路変遷について学ぶ」 

【前回学んだこと】 

・天竜川は洪水などにより、流れる場所が大きく変化していた 

・流路が変わることで村どうしの争いが起きていた 

・昔の人が水害と闘ってきたしるしが残っている 

    ↓ 

    ↓ 

    ↓ 

1/27 「災害体験談と避難対応のお話を聞く」 

   「災害時にどのように避難するべきか考える」 

   「災害時に自分たちに出来ることを考える」 

 

【授業の内容】 

④ 過去の災害体験談を平成 18 年災害時の避難対応を中心に話していただく 

災害時にどのような対応がとられているのか考える 

 

⑤ 伊那市の防災マップを見て、自分の住んでいる場所が危険地域ではないか確認す

る 

⑥ 災害時に必要な情報や避難に必要なものを確認する 

実施に災害が起こったときにどのように対応するべきか考える 

自分の身を守る大切さについて再確認する 

 

⑦ 伊那小学校は避難所となっているが、災害時に自分たちにも出来ることはないか

考える 
 

自分の身は自分で守ることが大切 
災害時に自分たちにも出来ることがある 

   ↓ 
 ○これまで学んできた地域の災害や災害時の対応について班毎に一番記憶に残っ

ている内容をまとめて『防災チラシ』を作成 
 ○天竜川周辺の人に、災害時や普段の川との関わり方をヒアリングする 
 ○ヒアリングの際に防災チラシを配布して、自分たちの学んだことを地域に発信し

ていく 
 
 

・これからの災害が起こる可能性がある 
・災害が起こったらどうしたらいいんだろう 
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８－２．災害教訓伝承講座（上伊那公民館連絡協議会合同研修会） 
 

・実施計画書 
 
 

上伊那公民館連絡協議会合同研修会 実施内容 
 

○ 実施日 平成 21 年 2 月 12 日（木） 
○ 会場  伊那公民館 
 
○ 実施内容 
■研修Ⅰ 「天竜川の災害の歴史と伝承について」 
13：25～13：50 災害教訓伝承について  講師：日本工営株式会社 飯沼達夫 

・ 天竜川上流河川事務所災害教訓伝承活動の紹介 
・ 公民館で今後実践可能な伝承講座について 

災害伝承ビデオや伝承カルタ、伊那おはなしマップの活用について 
（災害伝承ビデオの放映） 
 

13：50～14：30 天竜川流域の災害について 講師：天竜川上流河川事務所工務課 
                         荒木秀文建設専門官 

・ 平成 18 年豪雨災害について 
・ 天竜川激特事業の概要について 
・ 質疑応答 

 
■研修Ⅱ 現地研修「天竜川激特事業」   
14：40～15：20 中央第１護岸工事現場にて 

・ 現在行われている工事について現場見学しながら説明 
 
○ 配布資料 

・ 伊那おはなしマップ 
・ 語りつぐ天竜川（天竜川の川の碑） 
・ 天竜川激特事業資料 
・ アンケート（災害伝承についてのご意見と今後公民館で実施可能な内容につ

いて）→研修終了後にアンケート依頼 
 
○ 用意していただくもの 

・ スライド、プロジェクター 
・ テレビ、DVD デッキ 
・ ヘルメット、長靴 
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・平成 18 年 7 月豪雨災害 
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・市町村別被害状況 
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・伊那市に伝わる災害おはなしマップ 
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・飯田市に伝わる災害おはなしマップ 
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 8-64

・天竜川の川の碑 
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・天竜川通信 vol.15 

 



 

 8-68



 

 8-69

８－３．天竜川の治水・洪水の伝承遺構見学会 
・実施計画書 
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・参加者募集チラシ 
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・あばれ天竜にまつわるおはなしマップ 
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・理兵衛堤防資料（古地図、写真） 
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・平成 18 年災害状況説明資料 
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・見学会のしおり 

天竜川 治水・洪水の伝承遺構見学会 
～天竜川の河岸（中川村、豊丘村、高森町）の昔と今～ 

見学のしおり 
 

1.見学会の概要 
（１）開催目的 

天竜川流域には、過去の災害にまつわる歴史史料、石碑・遺構・民間伝承などが多く残

っている。それらの災害教訓を伝承し、地域に定着させていく手法の１つとして、中川村

から高森町地域を対象に、地域に現存する天竜川の堤防や遺構、川の碑を巡りながら治水、

堤防について学びます。見学会に参加することで災害意識を「気づき」から「正しい理解」、

「有事の的確な判断・行動」に変化させ、水害時などを初めとした災害対応や防災活動に

おける地域リーダーとしての知見を高めていただくことを目的としています。 
 

（２）開催日時 

日：平成 20 年 12 月 5 日（金） 

時：13：00～1６：30（中川村歴史民俗資料館より順次見学 ） 

 
（３）見学対象                  

理兵衛堤防、石神の松、前亡後死三界万霊塔、惣兵衛堤防、伴野堤防、 

中川村歴史民俗資料館、高森町歴史民俗資料館 
 

（４）見学会テーマ 

「天竜川の堤防や伝承・遺構を巡り、治水や災害の知恵について学ぶ」 
 
２．当日の行程 
（１）行程 

場所 
時間 

（予定） 

滞在時間 

（予定） 
説明者 

13:00 開会 ①中川村歴史民俗資料館 

（参加者合流） 13:20 発 
20 分 

・伊藤 修氏 
（中川村歴史民俗資料館） 

13:25 着 ②理兵衛堤防 

（前沢川の川除けも含む） 14:05 発 
40 分 

・伊藤 修氏 

14:10 着 ③石神の松 

14:15 発 
5 分 

・伊藤 修氏 

14:35 着 ④前亡後死三界万霊塔 

（ＪＲ市田駅付近） 14:45 発 
10 分 

・手塚 勝昭氏 

・事務局 

14:50 着 ⑤惣兵衛堤防 

15:10 発 
20 分 

・手塚 勝昭氏 
（高森町歴史民俗資料館） 

15:15 着 ⑥伴野堤防・記念碑他 

15:35 発 
20 分 

・事務局 
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15:45 着 ⑦交流会会場 

高森町歴史民俗資料館 16:30 閉会 
45 分 

・手塚 勝昭氏 
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（２）見学ポイントと講師の先生方 

 

みどころ 概 要 

①中川村歴史民俗

資料館 

中川村にある歴史民俗資料館で、考古・民俗・礫臣の３部門の
資料が展示されています。展示物の中には、理兵衛堤防に関わ
る文書や古い絵図などもあり、理兵衛堤防について、学ぶこと
ができます。 

②理兵衛堤防  前沢村の百姓の頭分であった松村利兵衛忠欣は、天竜川の氾
濫から村の田畑を守るために、寛延三年（1750）に川除普請を
幕府に願い出て、大石積みの工事を始めました。この事業は忠
欣の子の常邑、孫の忠良へと引き継がれました。この三世代の
間に作られた堤防を理兵衛堤防と称しています。 

③石神の松から、

天竜川を望む 

 石神の松には洪水にまつわる伝説が残されています。元和の
頃、天竜川は氾濫をしきりに起こしており、農民たちは困り果
てていました。そこで常泉寺に寄寓していた山伏（行者）が
21 日間に渡って水難除けの祈祷をしたそうです。行者は満願
の日にとうとう倒れてしまいましたが、死に先立ち、手植えの
松を神に手向けたのが今に残る石神の松だと云われています。 

④前亡後死三界万

霊塔 

正徳五年乙未年（１７１５）十八日夜明けがたから激しく降り
続いた雨は、やがて激しい泥流を伴って天竜川へ向かい、すべ
てを飲み込んでしまいました。 
このときの災害の被害者の冥福を祈るために建立された「前
亡後死三界万霊塔」が今でも明照寺前に残っています。 

⑤惣兵衛堤防 惣兵衛堤防は、高い技術を持った石工の惣兵衛によって作られ
た頑丈な堤防です。三六災害で決壊してしまいましたが、それ
までの200年余りの永きに渡って、度重なる天竜川・大島川の
氾濫を治め、肥沃な土地を守ってきました。 

⑥伴野堤防・開墾

彰功碑 

神稲村伴野の地では、対岸にできた惣兵衛堤防刎ね返しを受
け、また明治初期には連続して洪水に見舞われ、村は疲弊の極
みに達していました。松尾千振が率いる33名の有志「開墾組」
が堤防の構築に取り掛かりました。開墾組は明治19年（1886）
5 月の洪水による堤防流失や、明治25 年（1892）の松尾千振
の他界という苦難を乗り越え、明治39年（1906）には堤防の
大筋が完成しました。伴野堤防は三六災害でほとんど流失し、
現在は近代的な堤防が造られましたが、付近には開墾組の功績
を称える記念碑が建てられています。 

 

⑦高森町歴史民俗

資料館 

高森町にある歴史民俗資料館で、富本銭や本学神社（下

伊那郡高森町山吹）の展示、その他この地域の民俗や歴

史に関係する史料を展示しています。惣兵衛堤防につい

ても、学ぶことができます。 

※ 講師：中川村教育委員会   伊藤 修学芸員(理平堤防、石神の松) 

：高森町歴史民俗資料館 手塚 勝昭館長（前亡後死三界万霊塔、惣兵衛堤防） 

：信州大学名誉教授   北澤 秋司 先生（車中：３６災害体験の語り継ぎ） 
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３．見学コース 

 



 

 8-104

８－４．災害教訓伝承パネル展示 

①赤十字奉仕団大会 
・実施計画書 
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・災害教訓伝承パネル 
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②飯田市安全大会 
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８－５．天竜川防災カフェ 
・実施計画書 
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・災害伝承パネル 
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・濁流の子 

 



 

 8-130

 

 
 



 

 8-131

 

 
 



 

 8-132

 

 
 



 

 8-133

 

 
 



 

 8-134

 

 
 



 

 8-135

 

 
 



 

 8-136

・飯田市に伝わる災害おはなし「かいくらが渕の大蛇」 
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・参加者募集チラシ 

 


